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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【解説と黙想】

一番大切なこと：神と共に歩む

【教理の解説】

　『子どもと親のカテキズム』の問１です。
どのカテキズムもそうであるように、最初
の問いは信仰の核心を教えると同時に、カ
テキズム全体の特色を映し出す内容になっ
ています。この問１は、「私たちにとって
一番大切なことは何ですか」と問うて、「神
さまの子どもとして、神さまと共に歩むこ
とです」と答えます。ウェストミンスター
小教理問答が、「人のおもな目的は、神の
栄光をあらわし、永遠に神を喜ぶことです」
と教えている内容を、「神さまと共に」と
いう言葉で子ども向けに分かりやすく言い
直していると言えます（問２を参照）。また、
「歩む」という動きのある言葉と、それと
関連して「道」という言葉が全体の構成を
貫いていて、子どもたちが生き生きと歩ん
で成長していくイメージを与えています。

【テキストの解説】

　「歩む」というカテキズムのキーワード
に合わせて、「光のあるうちに歩きなさい」
という言葉を含むヨハネによる福音書12章
27～36節が選ばれています。エルサレムに
入城されたイエスさまが、まもなく十字架
にかけられることを群衆に予告された場面
です。イエスさまと父なる神さまとの対話
（27～29節）から明らかなとおり、イエス
さまが十字架の死を遂げることは、神さま
の栄光が現されることです。そのことが32

節では「上げられる」と言われており、そ
れはまた、すべての人をご自分のもとへと
引き寄せるため、つまり救いのためでした。
イエスさまはその救いを「光」と呼ばれ、「光
のあるうちに歩きなさい」と言われました。
イエスさまを信じて、神さまと共に生きる
ようにとの招きです。

【黙想】

　カテキズムは、子どもたちが「神さまと
共に歩むこと」が一番大切なことと教えま
す。子どもたちが元気に歩いている姿を思
い描くことができます。しかし、子どもた
ちだって疲れて歩けなくなるときがあるで
しょう。子どもだからこそすぐに立ち止
まってうずくまってしまうこともあると思
います。そのようなとき、まずイエスさま
がご自分の道を歩んでくださったことを思
い起こします。それも、イエスさまは私た
ちのところへ歩いてきてくださり、私たち
を救い、さらに私たちを神の国へと導くた
めに一緒に歩いてくださるのです。この恵
みを知ることで、私たちもまた歩き出すこ
とができるのです。

【子どもへのメッセージ】

　神さまと共に歩むことのすばらしさを
知ってほしいと思います。それが一番大切
なことです。そして、それは、神さまにとっ
ても一番大切で、うれしいことなのです。
 （石原知弘）

《参照聖句》   創世記５章２４節、６章９節、２８章２０節、申命記３１章６節、ミカ書６章８節、
ヨハネによる福音書１４章６節、コロサイの信徒への手紙２章６節

《教理問答》  子どもと親のカテキズム 問２、１８、３９、４２、５６、６９、８３、ウェストミン
スター小教理問答 問１、１２、２０、ハイデルベルク信仰問答 問１、６、５３、
７４、１２０
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【説教展開例】

一番大切なこと：神と共に歩む
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　カテキズムの第一問は、一番大切なことは「神さまと共に歩むこと」と教えています。神さま
を信じて歩むことのすばらしさを伝えたいと思います。そのためにまず、神さまご自身が私たち
と共にいることを願ってくださっており、イエスさまを私たちに与えてくださったということを
覚えたいと思います。そして、「歩む」というイメージを大切に、子どもたちが神さまと共に生
き生きと歩んでいけるような語りかけができればと願います。

「イエスさまの道を歩く」

　毎日の生活の中で大切なことはたくさん
あると思います。どんなことがあるでしょ
う。ごはんを食べること、よく寝ること、
勉強すること、友だちと仲良く遊ぶこと。
これらはどれも大切なことですが、聖書が
私たちに教えている一番大切なことは、私
たちが神さまの子どもとして、神さまと共
に歩むことです。考えてみれば、ごはんも
友だちも神さまが与えてくださったもので
す。神さまがおられなければ、私たちは楽
しいことも何もできません。神さまを信じ
て、神さまと一緒に歩んでいくことが一番
大切なことなのです。
　「歩む」と言いました。聖書では、神さ
まを信じて生きることを、「歩む」、「歩く」
と言っています。今日の箇所の35節には、
「光のあるうちに歩きなさい」とあります。
みんなは毎日どれぐらい歩いているでしょ
うか。学校の行き帰り、家の中でも歩いて
いると思います。神さまを信じることは、
そのように歩いていくことです。いつでも
どこでも神さまと一緒なのです。そして、
一歩ずつ一歩ずつ前へ進んでいくように、
一歩ずつ一歩ずつ成長していくことができ

るのです。
　でも、どうでしょうか。ときどき、歩け
なくなることもないでしょうか。病気に
なったり、足が痛くなったりして、歩けな
くなるときがあります。そして、そういう
体のことだけではなくて、心が痛くて、さ
びしかったり、苦しかったりして、前に歩
けないように感じたりすることはないで
しょうか。そういうときには、神さまを信
じて歩くということも、難しく感じるので
はないでしょうか。
　そのようなときには、イエスさまのこと
を思い出してほしいと思います。イエスさ
まは、立ち止まったり、うずくまってしまっ
たりした私たちが、もう一度神さまと共に
歩き出すことができるようになるために、
私たちのところに来てくださったのです。
　今日読んだ聖書の箇所は、イエスさまが
もうすぐ十字架にかかって死なれるという
場面です。イエスさまは27節で「心騒ぐ」
と言われましたが、すぐに「わたしはまさ
にこの時のために来たのだ」とご自分が何
のために世に来られたのかを確信されまし
た。そして、32節で「わたしは地上から上
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げられるとき、すべての人を自分のもとへ
引き寄せよう」と言われました。「地上か
ら上げられる」とは、十字架の死を意味し
ていました。それで、「イエスは、御自分
がどのような死を遂げるかを示そうとし
て、こう言われたのである」と書かれてい
るのです。そして、その十字架は私たちを
「引き寄せる」ため、つまり、救うための
死でした。このとき周りにいた人たちはま
だイエスさまの言葉を理解できませんでし
たが、イエスさまははっきりと、みんなの
救いのために自分は死ぬ、そのために来た
と告げられたのでした。
　ですから、こう考えることができると思
います。私たちがイエスさまのところに歩
いていく前に、イエスさまが私たちのとこ
ろに歩いて来てくださったのです。自分は
もう歩けないように思えるときでも、イエ
スさまが私のところに歩いて来て、助けて
くださるのです。これが神さまの恵みです。
　そして、イエスさまは、35節で「暗闇に
追いつかれないように、光のあるうちに歩
きなさい。暗闇の中を歩く者は、自分がど
こへ行くのか分からない。光の子となるた
めに、光のあるうちに、光を信じなさい」
と言われました。イエスさまは世の光とし
て私たちの救いとなってくださいました。
その光であるイエスさまを信じて、光の子
として歩いていきなさいというのです。み
んなは夜の暗い道を歩いたことがあるで
しょうか。光がなければ、目的地に向かっ
てまっすぐに歩いていくことはできませ
ん。暗闇の中では、自分がどこにいて、ど
こに向かっているのかも分からないので
す。毎日の生活でも、イエスさまを知らな
いと、歩いているようでも実はどこに向
かっているか分からないのです。でも、世

の光であるイエスさまを知り、信じている
なら、まっすぐに歩いていくことができる
のです。
　また、しっかりと歩いていくためには、
「道」が必要です。道がなければ、歩いて
いくことはできません。イエスさまは、光
であると同時に、道であるお方です。この
あとで、イエスさまはこう言われました。
「わたしは道であり、真理であり、命である。
わたしを通らなければ、だれも父のもとへ
行くことができない」（ヨハネ14章６節）。
イエスさまを信じて歩むということは、イ
エスさまという道を歩いていくということ
です。イエスさまが私たちの道となってく
ださって、私たちを父なる神さまのところ
へ連れて行ってくださるのです。これは、
言い方を変えると、イエスさまを信じてい
れば、いつでもどこでも、必ず道があると
いうことです。いいときばかりでなく、つ
らいときや苦しいとき、立ち止まってし
まったようなときも、イエスさまを信じて
いれば、そこに道があるのです。そして、
そこをまた歩いていけるのです。聖書では、
イエスさまを信じる人たちのことを、「こ
の道に従う者」（使徒９章２節）と呼んで
います。イエスさまを信じる人は、イエス
さまという道を信じ、イエスさまという道
を歩いていく人なのです。
　今日から、『子どもと親のカテキズム』
を学んでいきます。このカテキズムには、
「神さまと共に歩む道」というもう一つの
名前が付いています。そして、この後を見
ていくと、「第一部　信じて歩む道」、「第
二部　教会と共に歩む道」、「第三部　感謝
しつつ歩む道」と、すべて「道」という言
葉が出てきます。ここには、みんなに神さ
まと共に道を歩んで行ってほしい、そして、
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一歩一歩前へ進んでいくように、一歩一歩
成長していってほしいという願いが込めら
れています。
　そのために、神さまがまずイエスさまを
与えてくださって、イエスさまが私たちの
ところに歩いて来てくださいました。その
恵みを忘れないでいてください。そして、
私たちにとって一番大切なことは、神さま
にとっても一番大切なことだということを

知っておいてほしいと思います。実は神さ
まご自身が、私たちと一緒に歩いていきた
い、それが一番大切なことだ、と思ってお
られるのです。神さまは、みんな一人ひと
りのことを大切にしてくださっているから
です。
　このすばらしい神さまを信じて、神さま
と共にこれからも歩んでいきましょう。
 （石原知弘）

《今週の暗唱聖句》
暗闇に追いつかれないように、光のあるうちに歩きなさい。
 （ヨハネによる福音書１２章３５節）
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【分級展開例Ａ】

一番大切なこと：神と共に歩む

〈はじめに〉

　まず「歩む」を幼稚科では、保育園・幼
稚園に通うこと、食べたり飲んだりするこ
と、遊ぶこと、誰かと話すこと、など毎日
の生活をする（生きる）ことであると伝え
る。まだそのような認識を持つことが難し
い幼年の場合は、「歩む」は、歩くことそ
のままに「神さまといっしょに歩く」とし
て話をしてもよい。

〈分級でのお話のすすめ方の例〉

　分級としては、ヨハネ12章35節と36節を
中心に話す。
　「暗闇」と「光」の対比で、幼少の子ど
もたちに状況がわかるように、夜と昼に置
き換えてイメージを持たせる。
　「光のあるうちに歩く」を説明する準備
として、エレミヤ書13章16節などが有益な
参照箇所の一つである。
　「光のあるうちに歩く」ことは、道を見
ながら歩くことができるが、「暗闇の中を
歩く」ことは、道が見えないので、「自分
がどこへ行くのか分からない」状態になる。
「光の子」は、道がわかるように「光のあ

るうちに歩く」者であり、「光を信じる」
者である。
　「光」とは誰のことか、を子どもたちに
問い、考える時間を与える。「光のあるう
ちに歩く」ことは、「光」が一緒であること。
だから、「光」は、神であるイエスさまで
あり、イエスさまが一緒に居てくださるこ
とが、光の中を歩くことである。それは、
すなわち光である神イエス・キリストを信
じることである。

しつもん１

　「光の子」はどこを歩きますか？
　　① 暗いやみの中
　　② 光のあるところ

しつもん２

　わたしたちは「光の子」ですか？　「光」
はだれのことでしょうか？

しつもん３

　あなたが「光のあるうちに歩く」とき、
だれがいっしょにいてくださると思います
か？
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【分級展開例Ｂ】

一番大切なこと：神と共に歩む

　イエスさまが十字架におかかりになる時
がいよいよ近づいて、弟子たちに真剣にお
話しになったことが今日の御言葉に記され
ています。イエスさまの十字架は、人々を
救う業に失敗して殺されてしまったことを
意味しません。周りの人たちはそう思った
に違いありません。なぜなら、十字架は犯
罪人を処刑する方法だったからです。けれ
ども、イエスさまの十字架こそ、罪人の罪
を赦すために神さまが用意された救いの道
でした。私たち罪人が、罪を赦されて、神
の子として明るい光の中を生きることがで
きるように、イエスさまは十字架に上られ
ます。自分が死ななければならないことを
承知で、神さまの栄光のために十字架を背
負って歩まれます。天からの声は、そのイ
エスさまのお姿に神の栄光が現れると証言
します。
　イエスさまは「光のあるうちに歩きなさ
い。……光の子となるために、光のあるう
ちに、光を信じなさい」と呼びかけておら
れます。光のない暗闇を歩いたことがあり
ますか？学校や塾の帰りに薄暗い夜道を行
かねばならないことはあるかも知れません
ね。通りには街灯がついていたり、住宅の
灯りがありますから真っ暗ではありません
ね。「手に触れるくらいの闇」という表現
があります。自分の手が見えないぐらいの
真っ暗闇です。道路どころか足元も見えま
せんから、怖くて一歩も踏み出すことがで
きなくなります。
　イエスさまはそんな暗闇に神さまが送っ

てくれた光です。悪いことばかりが続いて、
人の心も信じることができなくて、毎日が
真っ暗に思えるような時にも、イエスさま
がそばにいて光でいてくれます。
　では、イエスさまを十字架にかけた人々
にはそれがわからなかったのでしょうか。
残念ながらわからなかったのです。神さま
を信じない人の心は、罪で覆われて光を通
さなくなってしまっています。イエスさま
が十字架で死ぬことは神さまのご計画で
あったとはいえ、神さまを信じない人の心
がイエスさまを十字架に送ったのです。だ
から、「光を信じなさい」とイエスさまは
言われます。神さまを信じて、イエスさま
救いの光であることを信じなくては、明る
い光のもとで歩き続けることはできませ
ん。
　しかし、そんな罪人の暗い心に、イエス
さまの十字架が光を灯してくれます。イエ
スさまの十字架が果たされた時、神さまの
救いが人の心に届きます。光の差し込まな
かった暗闇に、イエスさまの愛が暖かな光
を灯します。そんなふうに神さまの力で、
人はイエスさまの光をいただいて、心から
信じて歩むことができるようになります。
そして、本当に信じている人は光の子です。
神さまの光によって明るくされた人は皆、
光の子になります。光の子は自分の心が明
るいだけではありません。まわりを明るく
照らすことができます。その人の内でイエ
スさまが明るく輝いているからです。
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【分級展開例Ｃ】

一番大切なこと：神と共に歩む

１．人の生きる目的は「神の栄光を表すこ
と」だとウェストミンスター小教理問答第
１問は述べています。「神の栄光」とは何
でしょうか。人はどのように「神の栄光」
を表すことができるのでしょうか。
　答えは、イエス・キリストです。神の子
イエス・キリストこそが神の栄光であり、
人となられたキリストにそれが表れていま
す。ですから、イエス・キリストを信じて、
その光に照らされて、キリストに従う道を
歩む人に神の栄光は表れます。

２．神またはキリストが「光」と表される
のは何故でしょう。旧約聖書に思い当たる
箇所があれば挙げてみましょう。例えば、
創世記１章３節、イザヤ書９章１節、60章
１節、詩編119編105節、など。
　また、ヨハネによる福音書の１章１節か
ら14節を読んでみましょう。
　ここで、キリスト＝言葉＝命＝光、とい
うつながりが見えてきます。これがどのよ
うな意味をもつのか考えてみましょう。

３. イエス・キリストが光としてこの世界
に来られたのは、世界が暗闇であったから
です。この世の暗さとは一体どんな様子で
しょう。あなたはどのように感じています
か。また、聖書はどのように語っているで
しょうか。上で参照したヨハネ福音書１章
を参照してください。他にも思い当たる箇
所があるでしょうか。

４．イエス・キリストが神の光として世に
来られたのに、人々はイエス・キリストを
そうとは信じないで十字架につけました。
何故でしょうか。

５．では、罪人はどのようにしてキリスト
を光と信じることができるのでしょうか
（答えは分級展開例 Bを参照）。

６．キリストを信じて「光の子」とされた
時、あなたはどのようにその光を放つこと
ができると思いますか？　「光の道を歩む」
とはどういうことでしょうか。
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４月～６月  【分級展開例D】

「せいしょめいもくづくし」をうたおう

　聖書は全部で66巻の文書が集められてできています。馴染みあるものも、そうでもない
ものもあるかもしれません。けれども聖書全体が神の言葉ですから、様々な聖書の箇所を
読むのが大切です。また、聖書の文書の順番を覚えておくと、それぞれの歴史的位置付け
や、内容について知るための手助けになります。聖書に親しむために、聖書の文書の書名
を覚えましょう。
　下の歌詞は、「鉄道唱歌」（汽笛一声新橋を）のメロディーに合わせて歌います。
　楽譜は「ふくいん子どもさんびか」（いのちのことば社）に掲載されていますので、参
照ください。なお下記の歌詞は、新共同訳聖書の書名に合わせて、改変しています。
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